
一
七
（
74
）

　

本
稿
は
、「
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入

り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
一
）
―
」（『
文
化
情
報
学
』
第
十
四
巻
第
一
号
、

二
〇
一
八
年
十
一
月
）
に
引
き
続
き
、
歌
意
絵
入
り
『
百
人
一
首
か
る
た
』
四
種
に

つ
い
て
、
古
注
釈
を
参
看
し
な
が
ら
、
歌
意
絵
の
図
柄
に
関
す
る
比
較
考
察
を
行
う

も
の
で
あ
る
。
今
回
は
、『
百
人
一
首
』七
番
か
ら
一
一
番
ま
で
の
札
を
取
り
上
げ
る
。

以
下
、
四
種
の
か
る
た
の
書
誌
情
報
と
凡
例
を
簡
単
に
示
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
１
）
か
る
た
Ａ　

絵
変
わ
り
百
人
一
首
か
る
た　

資
料
番
号
：146700558

（
２
）
か
る
た
Ｂ　

歌
絵
百
人
一
首
か
る
た　

資
料
番
号
：156700025

（
３
）
か
る
た
Ｃ　

絵
変
わ
り
百
人
一
首
か
る
た　

資
料
番
号
：166700139

（
４
）
か
る
た
Ｄ　

歌
絵
百
人
一
首
か
る
た　

資
料
番
号
：176700497

凡
　
例

一
、
冒
頭
に
、『
百
人
一
首
』
の
歌
番
号
を
示
す
。

一
、
か
る
た
四
種
の
影
印
を
列
挙
し
、
そ
の
下
に
翻
刻
本
文
を
示
す
。

一�

、【
字
母
】
で
は
、
翻
刻
の
本
行
本
文
に
即
し
た
仮
名
の
字
母
を
示
す
。
漢
字
や

踊
り
字
な
ど
、
仮
名
以
外
の
表
記
に
は
（　

）
を
付
す
。

一�

、【
古
注
釈
】
で
は
、
歌
意
絵
を
考
察
す
る
際
の
着
眼
点
ご
と
に
、
古
注
釈
の
本

文
を
引
用
す
る
。
主
と
し
て
島
津
忠
夫
氏
・
上
條
彰
次
氏
編
著
『
百
人
一
首
古
注
』

（
和
泉
書
院
、
一
九
八
二
年
二
月
）
を
参
看
・
引
用
す
る
。

一�

、【
考
察
】
で
は
、
引
用
し
た
古
注
釈
に
依
拠
し
な
が
ら
、
四
種
の
か
る
た
の
図

柄
を
比
較
検
討
す
る
。

�

資
料
紹
介

　
　
　
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察（
二
）―

福
　
田
　
智
　
子
・
大
久
保
　
孝
　
晃
・
伍
　
　
　
　
昆
・
胡
　
　
淑
　
雲

　

本
稿
は
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
が
所
蔵
す
る
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
『
百
人
一
首
か
る
た
』
の
う
ち
、
歌
意
絵
入
り
か
る
た
四
種
に
つ
い
て
、
札
の
影

印
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
翻
字
と
、
古
注
釈
を
参
看
し
た
歌
意
絵
の
図
柄
に
関
す
る
比
較
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
、『
百
人
一
首
』
七
番
か
ら
一
一
番

ま
で
の
札
を
取
り
上
げ
る
。

文
化
情
報
学　

十
五
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）



同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
二
）―

一
八
（
73
）

七
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］

　
　
　
安
倍
仲
丸

か
す
か

　
　
　
な
る

　
あ
ま
の
は
ら

　
　
ふ
り
さ
け

　
　
　
み
れ
は

み
か
さ
の

　
　
　
　
山

　
　
　
　
　
に

　
月
　
　
　
い
て

　
　
か
も
　
　
し

　
　
　
か
な
る

　
見
れ
は
か
す

　
　
ふ
り
さ
け

　
あ
ま
の
原

　
　
安
倍
仲
麿

　
三
笠
の

　
山
に
　
月
か
も

　
　
い
て
し

　
安
陪
仲
麿

あ
ま
の
原
　
　
み
か
さ
の

　
ふ
り
さ
け
　
　
山
に

　
　
み
れ
は
　
　
　
出
し

か
す
か
な
る
　
　
　
　
月
か
も

み
か
さ
の

　
　
山
に

　
い
て
し

　
　
月

　
　
　
か
も

　
　
安
陪
仲
麿

天
の
原
ふ
り

さ
け
見
れ
は

か
す
か

　
　
な
る

み
か
さ
の
山
に

　
出
し

　
　
月
か
も



文
化
情
報
学　

十
五
巻
一
号
（
令
和
元
年
十
月
）

一
九
（
72
）

【
字
母
】

［
Ａ
］（
安
倍
仲
丸
）

　
　

阿
万
能
八
良　

不
利
左
計
三
礼
八　

加
春
可
奈
留

　
　

三
加
左
乃
（
山
）
耳　

以
天
之
（
月
）
可
毛

［
Ｂ
］（
安
倍
仲
麿
）

　
　

安
末
乃
（
原
）　

布
里
佐
介
（
見
）
礼
者　

加
寸
可
奈
留

　
　
（
三
笠
）
乃
（
山
）
耳
以
天
之
（
月
）
可
毛

［
Ｃ
］（
安
陪
仲
麿
）�

　
　

阿
末
乃
（
原
）　

不
利
左
計
三
礼
者　

加
寸
可
奈
留

　
　

三
可
左
能
（
山
）
尓　
（
出
）
し
（
月
）
可
毛

　
　

美
可
左
乃
（
山
）
耳　

以
天
之
（
月
）
可
毛

［
Ｄ
］（
安
陪
仲
麿
）

　
　
（
天
）
乃
（
原
）　

婦
利
左
計
（
見
）
礼
八　

可
須
可
奈
類

　
　

三
可
左
乃
（
山
）
尓　
（
出
）
し
（
月
）
可
毛

【
古
注
釈
】

一
、『
古
今
集
』
詞
書
に
拠
る
唐
土
の
人
の
餞
別
す
る
夜
の
詠
と
い
う
説
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

此
歌
、
古
今
に
懇
に
あ
り
。明
州
の
津
に
て
も
ろ
こ
し
の
人
餞
す
る
夜
の
歌
也
。

　

○
『
米
沢
抄
』

　
　

�

詞
書
に
、
唐
に
も
の
な
ら
は
し
に
つ
か
は
し
て
か
へ
り
け
る
に
、
明
州
津
に
て

よ
め
り
。

二
、
唐
土
の
人
の
餞
別
す
る
夜
の
詠
と
い
う
説
の
否
定
。

　

○
『
異
見
』

　
　

�

さ
て
、
此
う
た
年
ご
ろ
吟
じ
試
み
侍
る
に
、
い
か
に
す
れ
ど
も
、
か
く
酒
な
ど

の
み
て
、
月
の
お
も
し
ろ
く
さ
し
出
た
る
を
、
見
め
で
ゝ
よ
め
る
や
う
の
歌
と

は
、
え
き
ゝ
な
し
侍
ら
ず
。
た
ゞ
か
し
こ
に
在
て
、
は
る
か
に
大
和
こ
ひ
し
く

思
ほ
え
た
ら
ん
時
に
こ
そ
、
打
も
出
ら
る
べ
き
調
な
り
け
れ
。
さ
れ
ば
、
も
ろ

こ
し
に
て
月
を
見
て
よ
め
る
、
と
あ
る
端
書
の
ま
ゝ
に
見
お
き
て
、
か
な
ふ
べ

し
。

三
、『
土
左
日
記
』
の
記
述
に
つ
い
て
の
言
及
。

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

�

此
日
記
（
注
…
…
土
左
日
記
）
の
言
に
て
こ
と
の
さ
ま
明
ら
か
也
。
皇
朝
に
帰

る
船
出
す
べ
き
津
よ
り
み
れ
ば
、
そ
な
た
の
海
原
よ
り
月
の
出
来
る
が
、
是
ぞ

我
国
の
三
笠
の
山
に
出
づ
る
月
な
る
か
と
、
か
ら
国
よ
り
し
も
思
ひ
お
こ
せ
た

る
情
い
ひ
つ
く
し
が
た
し
。

四
、
明
州
の
月
を
三
笠
山
の
月
に
重
ね
て
見
る
と
い
う
解
釈
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

�

帰
朝
の
志
故
、
彼
国
の
月
も
は
や
既
に
三
笠
の
山
に
出
し
月
な
る
よ
と
見
な
す

由
な
り
。

　

○
『
天
理
本
聞
書
』

　
　

�

心
は
、
仲
丸
奈
良
京
の
者
な
れ
ば
、
只
今
め
い
し
う
の
月
を
見
る
に
、
故
郷
の

三
笠
山
手
に
と
る
計
ち
か
く
思
ふ
よ
し
を
よ
め
り
。

五
、
明
州
の
月
と
三
笠
山
の
月
は
同
じ
月
と
は
思
え
な
い
と
い
う
解
釈
。

　

○
『
新
抄
』

　
　

�
大
ぞ
ら
を
は
る
か
に
み
や
れ
ば
、
海
の
中
か
ら
お
も
し
ろ
く
月
が
さ
し
出
た
此

月
は
、
我
く
に
で
春
日
に
あ
る
三
笠
山
か
ら
出
た
が
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
月
も
同

じ
物
か
と
也
。
大
和
国
は
山
打
か
こ
み
た
る
所
、
明
州
は
か
ぎ
り
な
き
海
辺
に



同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
二
）―

二
〇
（
71
）

て
所
の
さ
ま
か
は
れ
ば
月
ま
で
も
お
な
じ
か
ら
ぬ
や
う
に
て
め
づ
ら
し
き
趣

也
。

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

�
か
も
は
疑
ひ
の
か
も
也
。
且
此
か
も
て
ふ
は
、
日
月
の
い
づ
こ
も
同
じ
き
は
し

り
な
が
ら
、
あ
ま
り
に
遠
き
他
の
国
に
て
の
情
ゆ
ゑ
に
、
い
さ
ゝ
か
う
た
が
ひ

い
ひ
た
る
に
、
弥
あ
は
れ
ふ
か
き
也
。

【
考
察
】

　

四
種
の
か
る
た
に
は
、
描
か
れ
方
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
月
が
描
か

れ
る
。［
Ａ
］
は
、
画
面
右
下
に
、
仲
麿
と
思
し
き
人
物
が
、
大
陸
風
の
髪
形
と
衣

の
人
物
と
と
も
に
岸
部
に
立
ち
、
海
を
表
す
波
立
つ
水
面
を
挟
ん
で
、
画
面
左
上
の

山
に
月
が
出
て
い
る
と
い
う
構
図
で
あ
る
。［
Ｃ
］［
Ｄ
］
は
、
手
前
に
水
面
（
海
）

を
描
き
、
画
面
奥
に
山
と
月
を
描
く
が
、［
Ｃ
］
は
水
面
に
二
艘
の
舟
の
帆
を
描
く

と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
一
方
［
Ｄ
］
は
、
月
の
輪
郭
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
か
る

た
の
表
面
の
経
年
劣
化
に
よ
る
も
の
か
。。
残
る
［
Ｂ
］
は
、
木
々
の
間
、
中
央
あ

た
り
に
、
比
較
的
大
き
く
月
の
上
半
分
を
描
く
。

　
［
Ａ
］
の
大
陸
風
の
人
物
を
描
く
理
由
は
、『
古
今
集
』
巻
第
九
羈
旅
歌
、
四
〇
六

番
の
詞
書
や
左
注
、『
土
左
日
記
』
の
記
事
に
拠
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
ず
、『
古

今
集
』
の
左
注
を
見
よ
う
。

　
　

�

こ
の
歌
は
、
む
か
し
な
か
ま
ろ
を
も
ろ
こ
し
に
も
の
な
ら
は
し
に
つ
か
は
し
た

り
け
る
に
、
あ
ま
た
の
と
し
を
へ
て
え
か
へ
り
ま
う
で
こ
ざ
り
け
る
を
、
こ
の

く
に
よ
り
又
つ
か
ひ
ま
か
り
い
た
り
け
る
に
た
ぐ
ひ
て
ま
う
で
き
な
む
と
て
い

で
た
ち
け
る
に
、
め
い
し
う
と
い
ふ
所
の
う
み
べ
に
て
か
の
く
に
の
人
む
ま
の

は
な
む
け
し
け
り
、
よ
る
に
な
り
て
月
の
い
と
お
も
し
ろ
く
さ
し
い
で
た
り
け

る
を
見
て
よ
め
る
と
な
む
か
た
り
つ
た
ふ
る
（
以
下
、〔
考
察
〕
に
お
け
る
歌

集
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。）

こ
こ
で
は
、
遣
唐
留
学
生
と
し
て
唐
に
渡
っ
た
仲
麿
が
帰
国
の
途
に
就
く
こ
と
に

な
っ
た
た
め
、
明
州
に
て
餞
別
の
宴
が
催
さ
れ
た
と
き
に
、
折
か
ら
の
美
し
い
月
を

愛
で
て
詠
ん
だ
歌
と
い
う
。
古
注
釈
に
お
い
て
は
、『
経
厚
抄
』『
米
沢
抄
』
が
こ
の

記
述
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、『
異
見
』
は
、
こ
の
仲
麿
歌
の
詠
風
か
ら
、

酒
飲
み
な
ど
す
る
宴
席
で
月
を
愛
で
て
詠
ん
だ
歌
と
は
思
え
な
い
と
し
、『
古
今
集
』

の
「
も
ろ
こ
し
に
て
月
を
見
て
よ
み
け
る
」
と
い
う
詞
書
ど
お
り
、
望
郷
の
思
い
を

詠
ん
だ
歌
と
見
る
。

　

ま
た
、『
土
左
日
記
』
に
も
、
次
の
よ
う
な
文
章
に
続
い
て
、
初
句
を
「
青
海
原
」

と
す
る
仲
麿
歌
が
見
出
さ
れ
る
。

　
　

�

廿
日
の
夜
の
月
出
で
に
け
り
。山
の
端
も
な
く
て
、
海
の
中
よ
り
ぞ
出
で
来
る
。

か
う
や
う
な
る
を
見
て
や
、
昔
、
安
倍
の
仲
麻
呂
と
い
ひ
け
る
人
は
、
唐
土
に

渡
り
て
、
帰
り
来
け
る
時
に
、
船
に
乗
る
べ
き
所
に
て
、
か
の
国
人
、
馬
の
は

な
む
け
し
、
別
れ
惜
し
み
て
、
か
し
こ
の
漢
詩
作
り
な
ど
し
け
る
。
飽
か
ず
や

あ
り
け
む
、
廿
日
の
夜
の
月
出
づ
る
ま
で
ぞ
あ
り
け
る
。
そ
の
月
は
海
よ
り
ぞ

出
で
け
る
。
こ
れ
を
見
て
ぞ
、
仲
麻
呂
の
主
、「
わ
が
国
に
か
ゝ
る
歌
を
な
む
、

神
代
よ
り
神
も
詠
ん
給
び
、
今
は
上
中
下
の
人
も
、
か
う
や
う
に
別
れ
惜
し

み
、
喜
び
も
あ
り
、
悲
し
び
も
あ
る
時
に
は
詠
む
」
と
て
、
詠
め
り
け
る
歌

�

　
　
　
　
（
引
用
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
拠
る
）
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巻
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元
年
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月
）

二
一
（
70
）

古
注
釈
の
中
で
は
、
と
く
に
『
宇
比
麻
奈
備
』
が
、
こ
の
『
土
左
日
記
』
の
記
事
に

注
目
し
て
い
る
。

　

海
と
思
し
き
水
面
の
向
こ
う
に
山
が
あ
り
、
そ
こ
に
月
が
出
て
い
る
と
い
う
図
柄

は
、［
Ａ
］［
Ｃ
］［
Ｄ
］に
共
通
し
て
い
る
。
明
州
の
海
か
ら
空
に
昇
っ
た
月
を
見
て
、

三
笠
山
の
月
に
思
い
を
馳
せ
た
歌
と
解
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
も
れ
な
く
描
い

た
、
ま
ず
は
穏
当
な
構
図
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、［
Ｃ
］
の
み
画
面
中
央

に
舟
の
帆
を
二
枚
並
べ
て
描
い
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
明
州
が
湊
で
あ
っ
て
み
れ

ば
当
然
と
も
言
え
よ
う
が
、
そ
の
一
方
で
、
当
該
歌
を
、
明
州
か
ら
帰
国
の
途
に
就

い
た
仲
麿
が
、
舟
上
で
詠
ん
だ
も
の
と
解
し
て
い
た
可
能
性
を
想
定
す
る
余
地
も
あ

り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
［
Ｂ
］
の
構
図
で
は
、
紙
幅
の
都
合
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
水
辺
（
海
）
の
要
素
が

全
く
な
く
、
絵
の
中
央
、
木
々
の
間
に
、
比
較
的
大
き
な
月
が
描
か
れ
る
。こ
れ
は
、

仲
麿
歌
を
、
詠
歌
状
況
は
ひ
と
ま
ず
置
い
て
、
和
歌
単
独
で
解
す
る
と
、
自
ず
と
描

か
れ
る
三
笠
山
に
出
た
月
の
図
柄
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
眼
前
の
月
は
明
州
の
月
で
あ

る
が
、
故
郷
の
三
笠
山
の
月
に
見
做
し
た
と
解
す
る
『
経
厚
抄
』『
天
理
本
聞
書
』

の
記
述
を
基
に
描
か
れ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。
と
く
に
後
者
は
、
明
州
の

月
を
目
に
し
た
こ
と
で
、
故
郷
の
三
笠
山
の
月
を
「
手
に
と
る
計
ち
か
く
思
ふ
」
歌

と
解
し
て
お
り
、
月
を
比
較
的
大
き
く
描
く
［
Ｂ
］
の
図
柄
に
一
脈
通
じ
る
も
の
が

あ
る
。

　

な
お
、『
新
抄
』
は
、
明
州
と
大
和
と
の
間
は
遠
く
隔
て
た
距
離
が
あ
り
、
ま
た

月
は
、
明
州
で
は
海
か
ら
出
る
が
、
大
和
で
は
三
笠
山
か
ら
出
て
、
情
景
が
全
く
異

な
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
月
と
は
思
え
な
い
、
と
す
る
。
ま
た
、『
宇
比
麻
奈
備
』
も
、

明
州
と
大
和
と
の
距
離
の
遠
さ
か
ら
、
月
は
同
じ
月
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

も
の
の
、
そ
れ
を
疑
う
心
情
を
「
弥
あ
は
れ
ふ
か
き
」
と
評
価
し
て
い
る
。
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八
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］

　
喜
撰
法
師

わ
か
い
ほ
は

　
み
や
こ
の

た
つ
み

　
し

　
か
そ
す
む

よ
を

　
　
う
ち

　
　
　
山
と

い
ふ
　
人
は

　
也

　
喜
撰
法
師

わ
か
庵
は

　
み
や
こ
の
た

つ
み
し
か
そ

　
　
　
　
す
む

い
ふ
な
り

世
を
宇
治

山
と
人
は

　
喜
撰
法
師

わ
か
庵
は
　
　
よ
を

み
や
こ
の
　
　
　
う
ち

　
　
た
つ
み
　
　
　
　
山
と

鹿
そ
す
む
　
　
　
人
は

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ふ
な
り

世
を

　
う
ち

　
　
　
山
と

人
は

　
い
ふ
な
り

　
喜
撰
法
師

わ
か
庵
は

　
都
の

　
　
た
つ
み

し
か
そ

　
　
す
む

よ
を
う
ち

　
　
　
山
と

人
は
い
ふ
也



文
化
情
報
学　

十
五
巻
一
号
（
令
和
元
年
十
月
）

二
三
（
68
）

【
字
母
】

［
Ａ
］（
喜
撰
法
師
）

　
　

和
可
以
本
八　

三
也
己
乃
多
川
三　

之
可
曾
春
武

　
　

与
越
宇
知
（
山
）
止　
（
人
）
八
以
不
（
也
）

［
Ｂ
］（
喜
撰
法
師
）

　
　

和
可
（
庵
）
者　

見
也
己
乃
堂
徒
三　

志
可
曾
寸
武

　
　
（
世
）
遠
（
宇
治
山
）
止　
（
人
）
者
以
不
奈
里

［
Ｃ
］（
喜
撰
法
師
）�

　
　

王
可
（
庵
）
八　

三
也
己
乃
太
川
美　
（
鹿
）
曾
須
武

　
　

与
遠
宇
知
（
山
）
止　
（
人
）
八
以
不
奈
利

　
　
（
世
）
越
宇
知
（
山
）
止　
（
人
）
八
以
不
奈
利

［
Ｄ
］（
喜
撰
法
師
）

　
　

王
可
（
庵
）
八　
（
都
）
乃
多
川
三　

之
可
曾
春
武

　
　

与
遠
宇
知
（
山
）
止　
（
人
）
八
以
不
（
也
）

【
古
注
釈
】

一
、「
う
ぢ
山
」
の
解
釈
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

�

世
憂
山
と
人
は
き
ら
へ
ど
も
我
は
住
得
た
り
と
云
心
也
。
此
巽
と
云
字
に
対
し

て
見
時
、
宇
治
山
の
う
と
云
字
を
東
の
方
の
卯
の
字
に
当
て
、
人
は
卯
の
方
の

様
に
云
と
憂
の
字
に
寄
て
読
也
。
是
古
歌
の
躰
な
り
。
昔
は
菟
道
と
書
て
、
う

ぢ
と
読
也
。

　

○
『
新
抄
』

　
　

�

我
庵
は
都
の
辰
巳
の
宇
治
山
に
て
、
か
や
う
に
隠
遁
し
て
す
め
ば
世
の
中
に
何

も
う
き
事
は
な
き
を
、
う
き
世
ぞ
う
き
世
ぞ
と
人
は
い
ふ
也
、
と
い
へ
る
な
る

べ
し
。又
我
庵
は
都
の
辰
巳
の
宇
治
山
に
か
や
う
に
引
こ
も
り
て
住
て
を
る
を
、

世
の
中
を
憂
き
物
に
お
も
ひ
て
隠
遁
し
た
と
人
は
い
ふ
也
、
と
よ
め
る
事
も
あ

る
べ
し
。

　

○
『
宗
祇
抄
』

　
　

世
を
う
き
山
と
い
へ
ど
も
我
は
住
え
た
る
様
の
心
也
。

　

◯
『
古
注
』

　
　

�

我
庵
は
都
よ
り
た
つ
み
に
あ
た
り
て
す
む
、
と
い
へ
り
。
人
は
世
に
う
き
山
と

い
ふ
な
り
。
し
か
れ
ど
も
、
我
は
す
み
な
れ
て
す
み
よ
き
と
い
へ
る
也
。

　

○
『
天
理
本
聞
書
』

　
　

�

我
は
天
然
爰
に
す
む
を
、
山
の
名
が
宇
治
な
れ
ば
世
を
憂
と
て
こ
ゝ
に
す
む
や

と
人
の
お
も
わ
ん
と
也
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

�

う
た
の
心
は
、
わ
が
住
所
は
都
の
辰
巳
ち
か
く
、
他
人
は
山
の
名
を
宇
治
と
名

付
て
住
者
も
な
け
れ
ど
も
、
我
は
か
く
住
な
し
た
り
と
い
ふ
心
也
。

　

○
『
改
観
抄
』

　
　

�

我
庵
は
や
が
て
都
の
た
つ
み
の
方
遠
か
ら
ね
ど
、
山
を
便
り
に
か
く
静
に
住
得

た
り
。世
を
う
ぢ
山
と
名
付
て
、
人
は
え
す
む
ま
じ
き
所
と
い
へ
ど
も
と
な
り
。

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

�

是
は
、
わ
れ
世
の
中
を
う
し
と
思
ふ
故
に
、
の
が
れ
来
て
こ
ゝ
に
住
め
り
、
即

こ
ゝ
を
世
を
う
ぢ
山
と
人
の
い
ふ
ぞ
と
い
へ
り
。

　

○
『
異
見
』

　
　

�

我
庵
は
や
が
て
都
の
た
つ
み
に
し
て
、
世
を
う
ぢ
と
の
み
常
に
も
人
の
い
ひ
な

ら
す
山
な
り
。
か
く
も
う
き
山
に
わ
び
つ
ゝ
ぞ
し
か
す
め
る
は
、
と
い
へ
り
。
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こ
は
事
の
便
に
人
の
も
と
な
ど
へ
歎
き
つ
は
か
し
た
る
な
る
べ
し
。

二
、「
し
か
ぞ
す
む
」
の
解
釈

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

し
か
ぞ
と
は
、
さ
ぞ
と
云
心
な
り
。
さ
も
住
物
を
と
云
、
三
の
句
也
。

　

○
『
米
沢
抄
小
書
』

　
　

し
か
ぞ
住
は
、
然
べ
く
思
て
住
と
也
。

　

○
『
天
理
本
聞
書
』

　
　

�

し
か
ぞ
す
む
と
は
し
か
う
し
て
住
也
。
心
は
自
然
に
住
と
云
儀
、
又
は
住
え
た

る
と
云
也
。

　

○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

鹿
ぞ
す
む
と
は
、
さ
ぞ
す
む
と
の
こ
と
ば
也
。

【
考
察
】

　

唯
一
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
［
Ａ
］
は
、
背
景
に
山
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の

手
前
の
線
は
、
宇
治
川
の
流
れ
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
比
較
的
激
し
い
流
れ

の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
川
を
渡
す
橋
は
宇
治
橋
で
、
擬
宝
珠
も
ふ

た
つ
は
っ
き
り
と
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
左
の
建
物
は
庵
と
考
え
ら
れ
、
喜
撰
法
師

と
思
わ
れ
る
僧
が
、
縁
側
か
ら
、
外
の
橋
の
方
を
見
て
い
る
。

　

次
に
［
Ｂ
］
で
は
、
庵
と
、
そ
の
庵
の
周
り
に
生
い
茂
っ
た
木
々
が
描
か
れ
る
。

そ
の
画
面
左
の
橋
は
、
欄
干
と
独
特
の
「
三
の
間
」
の
形
状
か
ら
、
宇
治
橋
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。［
Ｃ
］
で
は
、
背
後
に
葉
を
つ
け
た
木
々
の
あ
る
庵
が
描
か
れ
、

そ
の
庵
の
縁
側
か
ら
画
面
左
下
に
向
か
っ
て
三
つ
の
飛
び
石
が
描
か
れ
て
い
る
。

［
Ｄ
］
で
は
、
山
間
に
あ
る
庵
と
、
そ
の
庵
に
続
く
道
が
描
か
れ
て
お
り
、
全
体
の

構
図
と
し
て
奥
行
き
が
あ
る
。［
Ｃ
］
に
比
し
て
遠
景
か
ら
の
絵
で
あ
り
、
山
奥
の

庵
の
雰
囲
気
が
あ
る
。

　
［
Ａ
］
は
、
山
間
と
い
う
よ
り
は
、
宇
治
川
や
宇
治
橋
近
く
の
庵
を
思
わ
せ
る
。

そ
こ
が（
宇
治
）山
で
あ
る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、「
都
の
た
つ
み
」
に
あ
る
「
宇
治
」

と
い
う
土
地
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
図
柄
で
あ
る
。
ま
た
［
Ｂ
］
も
、
宇
治
橋
の

特
徴
で
あ
る
「
三
の
間
」
を
は
っ
き
り
と
描
く
こ
と
で
、
山
間
の
木
々
に
囲
ま
れ
た

庵
を
描
き
な
が
ら
、
象
徴
的
に
そ
こ
が
宇
治
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。一
方
、［
Ｃ
］［
Ｄ
］

は
、
図
柄
に
宇
治
で
あ
る
こ
と
は
表
さ
れ
ず
、
庵
が
山
間
に
あ
る
こ
と
に
主
眼
を
置

い
た
図
柄
で
あ
る
。
な
お
、［
Ａ
］
と
［
Ｃ
］
は
庵
を
比
較
的
近
く
か
ら
描
い
て
い

る
が
、［
Ｄ
］
は
、
よ
り
広
い
視
野
で
周
囲
を
山
で
囲
ま
れ
た
庵
を
描
い
て
お
り
、

喜
撰
の
庵
が
「
隠
遁
」（
新
抄
）
の
場
所
で
あ
り
、「
山
を
便
り
に
か
く
静
に
住
得
た

り
」（
改
観
抄
）
と
い
う
俗
世
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
た
た
ず
ま
い
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、［
Ｃ
］
の
歌
で
は
、「
し
か
ぞ
す
む
」
の
「
し
か
」
に
「
鹿
」
と
い
う
漢
字
を

当
て
て
お
り
、『
色
紙
和
歌
』
が
「
鹿
ぞ
す
む
と
は
、
…
…
」
と
表
記
し
て
い
る
点

に
も
留
意
さ
れ
る
が
、
鹿
を
描
く
札
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
四
種
の
か
る
た
の
中
に

は
見
出
さ
れ
な
い
。
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九
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］

　
小
野
小
町

は
な
の
い
ろ
は

　
う
つ
り

　
　
　
に

い
た
　
け
り
な

　
つ
ら
に

　
な
か
め

　
　
　
せ
し

わ
か
身

ま
　
　
世
に

　
に
　
　
ふ
る

　
小
野
小
町

花
の
色
は
　
わ
か
身

う
つ
り
に
　
　
　
よ
に

　
け
り
な
　
　
　
　
　
ふ
る

い
た
つ
ら
に
　
な
か
め

　
　
　
　
　
　
　
せ
し
ま
に

我
身
よ
に
ふ
る

　
な
か
め

　
　
せ
し

　
ま
に

け
り
な
い
た

小
野
　
つ
ら
に

花
の
　
小
町

い
ろ
は

　
　
う
つ
り
に

わ
か
み
　
ま
に

　
　
　
よ
に

ふ
る
な

　
　
か
め
せ
し

　
小
野
小
町

花
の
色
は

　
　
移
り
に

　
　
　
　
け
り
な

　
　
い
た
つ
ら
に

わ
か
み
　
世
に

　
　
　
　
　
ふ
る

な
か
め
せ
し

　
　
　
　
ま
に
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【
字
母
】　

［
Ａ
］（
小
野
小
町
）

　
　

者
奈
能
以
呂
八　

宇
川
利
尓
介
利
奈　

以
多
川
良
耳

　
　

和
可
（
身
）（
世
）
尓
不
留　

奈
可
女
勢
之
万
耳　

［
Ｂ
］（
小
野
小
町
）

　
　
（
花
）
乃
以
呂
波　

宇
川
里
仁
介
利
奈　

以
多
川
良
仁　
　

　
　

和
可
美
与
仁
不
留　

那
可
免
世
之
末
仁

［
Ｃ
］（
小
野
小
町
）�

　
　
（
花
）
乃
（
色
）
八　

宇
川
利
尓
希
利
奈　

以
多
川
良
仁　

　
　

王
可
（
身
）
与
尓
不
留　

奈
可
女
世
之
末
尓

　
　
（
我
身
）
与
尓
婦
留　

奈
可
女
世
之
末
尓

［
Ｄ
］（
小
野
小
町
）

　
　
（
花
）
乃
（
色
）
八　
（
移
）
利
尓
介
梨
那　

以
多
津
良
耳　

　
　

王
可
三
（
世
）
尓
不
留　

奈
可
女
世
之
末
尓

【
古
注
釈
】

一
、「
花
の
色
は
移
り
に
け
り
な
」
の
解
釈
。

　

○
『
新
抄
』

　
　

�

此
歌
、
花
は
一
首
の
し
た
て
に
て
、
趣
意
は
述
懐
也
。
古
今
集
に
春
の
部
に
い

り
し
に
な
づ
み
て
、
落
花
を
お
も
く
と
く
は
強
説
な
り
。

　

○
『
天
理
本
聞
書
』

　
　

�

歌
の
道
は
、
春
の
花
を
見
に
行
か
ん
と
す
れ
ば
長
雨
す
る
内
に
徒
に
そ
の
色
お

と
ろ
へ
て
か
な
し
き
と
云
心
也
。

　

○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

�

春
の
花
の
い
ろ
か
ふ
か
き
も
、
風
雨
の
を
と
ろ
へ
あ
は（
い
た
カ
）ざる
躰
也
、
…
…

　

○
『
幽
斎
抄
』

　
　

�

此
歌
に
は
表
裏
の
説
あ
り
。（
中
略
）
裏
の
説
は
身
の
を
と
ろ
へ
も
我
と
は
し

ら
ぬ
も
の
也
。
花
の
を
と
ろ
へ
を
み
て
、
我
身
も
か
く
う
つ
り
て
こ
そ
有
ら
め

と
思
ひ
や
る
義
也
。

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

�

こ
の
歌
の
上
に
、
散
花
を
な
に
か
う
ら
み
ん
世
の
中
に
我
身
も
と
く
に
あ
ら
ん

も
の
か
は
、
て
ふ
を
つ
ら
ね
し
か
ば
、
撰
者
の
心
さ
ぞ
あ
る
べ
し
。

　

○
『
異
見
』

　
　

�

此
歌
、
落
花
の
中
に
あ
れ
ば
、
う
つ
り
に
け
り
は
、
た
ゞ
散
か
た
に
も
と
ら
る

れ
ど
、
猶
色
と
あ
ら
ん
に
は
、
う
つ
ろ
ひ
あ
せ
た
る
方
に
見
る
べ
き
か
。
さ
る

中
に
散
こ
と
も
こ
も
る
べ
し
。
…
…
此
歌
の
上
に
、
ち
る
花
を
何
か
恨
み
ん
世

中
に
我
身
も
と
も
に
あ
ら
ん
も
の
か
は
、
て
ふ
を
つ
ら
ね
し
か
ば
、
撰
者
の

こ
ゝ
ろ
さ
ぞ
あ
る
べ
し
、
と
い
へ
る
は
非
也
。

二
、「
花
の
色
」
に
小
町
の
容
色
を
重
ね
る
と
い
う
説
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

�

…
…
徒
な
る
世
の
わ
ざ
に
引
れ
て
、
今
年
も
か
く
花
を
過
す
よ
と
、
身
を
恥
た

る
歌
也
。

　

○
『
新
抄
』

　
　

�

何
一
つ
の
お
も
ひ
で
も
な
く
、
む
だ
に
年
の
よ
る
を
な
げ
き
て
、
う
つ
と
り
と

し
て
を
る
う
ち
に
、
花
の
や
う
で
有
た
姿
も
う
つ
ろ
ひ
お
と
ろ
へ
た
ぞ
な
ア

と
、
打
な
げ
き
た
る
趣
な
り
。

　

○
『
宗
衹
抄
』

　
　

�

下
の
心
は
、
小
町
が
我
身
の
さ
か
り
の
お
と
ろ
へ
行
様
を
よ
め
り
。
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○
『
米
沢
抄
』

　
　

�

心
は
、
わ
が
は
な
や
か
な
り
し
さ
ま
と
に
か
く
に
過
せ
し
ひ
ま
に
、
い
た
づ
ら

に
老
け
る
よ
と
歎
き
し
也
。

　

○
『
天
理
本
聞
書
』

　
　

�

底
の
心
は
、
花
の
色
と
は
小
町
が
美
麗
成
容
色
の
お
と
ろ
ふ
る
也
。
身
の
盛
な

る
比
も
徒
に
世
に
ふ
る
詠
と
は
、
世
中
男
女
の
色
欲
さ
ま
ざ
ま
に
心
を
か
け
て

月
日
の
う
つ
り
、
身
の
を
と
ろ
へ
行
を
し
ら
ざ
る
所
を
か
な
し
む
也
。

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

�

咲
に
し
日
よ
り
め
か
れ
ず
の
み
あ
ら
ん
と
思
ひ
し
花
を
、
世
に
ふ
れ
ば
い
た
づ

ら
に
物
お
も
ひ
を
し
て
、
よ
し
な
き
な
が
め
を
し
つ
ゝ
を
る
間
に
、
か
く
う
つ

ろ
ひ
に
け
る
よ
と
な
げ
き
た
り
。
…
…
（
中
略
）
ま
た
わ
が
容か

た
ち

の
を
と
ろ
へ
を

そ
へ
た
り
と
い
ふ
も
、
し
か
也
。（
読
み
仮
名
筆
者
）。

三
、「
花
の
色
」
に
小
町
の
容
色
を
重
ね
る
と
い
う
説
の
否
定
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

�

さ
て
小
町
が
う
た
に
お
も
て
う
ら
の
説
有
な
ど
い
ふ
事
、
不
用
。
只
花
に
な
ぐ

さ
む
べ
き
春
を
、
い
た
づ
ら
に
花
を
ば
な
が
め
ず
し
て
世
に
ふ
る
な
が
め
に
過

し
た
り
と
い
ふ
儀
也
。
霖
雨
に
又
花
の
う
つ
ろ
ふ
心
を
そ
へ
た
り
。

　

○
『
異
見
』

　
　

�

初
学
云
、
わ
が
容
の
お
と
ろ
へ
を
そ
へ
た
り
と
い
ふ
も
し
か
也
。
…
…
花
の
う

つ
り
を
歎
か
ん
中
に
、
ま
た
、
我
か
た
ち
の
お
と
ろ
へ
を
も
思
ひ
こ
め
て
、
よ

そ
へ
い
ふ
事
あ
る
べ
き
事
な
ら
ん
や
。
又
、
か
た
ち
の
う
へ
を
歎
く
と
せ
ば
、

鏡
な
ど
に
さ
し
む
か
は
ず
し
て
は
、
移
り
に
け
り
な
と
い
ふ
調
に
か
な
ふ
べ
か

ら
ず
。
も
し
か
た
ち
の
お
と
ろ
へ
を
見
て
歎
き
た
ら
ん
歌
と
せ
ば
、
又
、
花
は

か
た
ち
の
よ
そ
へ
も
の
と
な
り
て
、
今
さ
し
む
か
へ
る
花
と
は
見
が
た
き
ぞ
か

し
。も
と
よ
り
花
の
色
は
と
い
ふ
よ
り
、
し
か
よ
そ
へ
た
る
調
に
は
聞
え
ざ
る
也
。

四
、「
眺
め
」
に
「
長
雨
」
を
掛
け
る
と
い
う
説
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

�

世
に
ふ
る
な
が
め
と
云
に
、
霖
雨
の
心
を
も
ち
て
、
我
徒
に
花
を
過
ば
、
霖
の

花
を
く
た
す
に
こ
と
な
ら
ず
と
云
心
の
あ
る
也
。

　

○
『
宗
衹
抄
』

　
　

�

春
い
た
り
て
花
の
咲
べ
き
比
は
、
か
な
ら
ず
尋
み
る
べ
き
心
を
思
き
ぬ
る
に
、

徒
に
た
だ
我
身
の
世
に
ふ
る
ま
じ
は
り
の
隙
な
き
に
打
過
し
打
過
し
す
る
に
、

長
雨
さ
へ
ふ
り
ぬ
れ
ば
、
は
や
花
の
う
つ
ろ
ひ
ぬ
る
な
ど
を
打
歎
て
ふ
り
に
け

り
な
ど
い
へ
る
也

　

○
『
天
理
本
聞
書
』

　
　

惣
の
心
光
陰
を
惜
。
此
詠
は
歎
く
心
也
。
詠
長
雨
を
兼
て
心
得
也
。

　

○
『
幽
斎
抄
』

　
　

�

な
が
め
せ
し
間
は
只
な
が
む
る
義
也
。
但
為
氏
卿
な
が
め
を
長
雨
と
雨
を
そ
へ

て
ふ
か
く
見
よ
と
申
さ
れ
し
と
也
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

�

な
が
め
と
は
、
心
の
な
ぐ
さ
め
が
た
き
時
は
空
を
な
が
め
て
物
思
ふ
て
い
を
わ

ぶ
。
そ
れ
を
春
の
長
雨
に
か
け
て
世
に
ふ
る
と
い
ふ
詞
も
両
事
を
兼
た
る
也
。

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

�

咲
に
し
日
よ
り
め
か
れ
ず
の
み
あ
ら
ん
と
思
ひ
し
花
を
、
世
に
ふ
れ
ば
い
た
づ

ら
に
物
お
も
ひ
を
し
て
、
よ
し
な
き
な
が
め
を
し
つ
ゝ
を
る
間
に
、
か
く
う
つ

ろ
ひ
に
け
る
よ
と
な
げ
き
た
り
。
且
花
は
こ
と
に
雨
に
う
つ
ろ
ふ
物
な
れ
ば
、

を
り
か
ら
の
な
が
雨
を
も
て
詞
を
な
せ
り
。

五
、「
眺
め
」
に
「
長
雨
」
を
掛
け
る
と
い
う
説
の
否
定
。
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○
『
龍
吟
明
訣
抄
』

　
　

�

御
説
云
、
な
が
め
せ
し
ま
と
は
詠
て
居
た
る
間
と
い
ふ
こ
と
な
り
。
一
説
に
、

な
が
め
を
な
が
あ
め
と
い
ふ
説
は
悪
し
。
不
可
用
。
後
撰
に　

春
立
て
わ
が
身

ふ
り
ぬ
る
な
が
め
に
は
人
の
心
の
花
も
ち
り
け
り
、
此
歌
に
て
考
へ
し
と
な

り
。
こ
れ
此
歌
の
注
に
な
る
な
り
。

【
考
察
】

　

四
種
の
か
る
た
の
う
ち
、
花
（
桜
）
が
描
か
れ
る
と
い
う
点
で
［
Ａ
］［
Ｂ
］［
Ｄ
］

は
共
通
し
、［
Ｃ
］
の
み
全
く
異
な
る
図
柄
で
あ
る
。

　
［
Ａ
］
の
か
る
た
は
、
屋
敷
の
簀
子
に
立
つ
小
野
小
町
と
思
し
き
一
人
の
女
性
が
、
庭

の
桜
を
見
て
い
る
場
面
で
、
桜
の
木
の
下
の
地
面
に
は
、
散
り
落
ち
た
花
び
ら
が
ち
ら

ほ
ら
と
見
え
る
。
女
性
の
視
線
は
、
樹
下
の
落
花
に
注
が
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
［
Ｂ
］
の
絵
は
、
中
央
に
、
一
輪
の
桜
の
花
の
か
た
ち
に
配
さ
れ
た
花
び
ら
五
枚
、

そ
の
右
側
に
、
花
を
横
か
ら
見
た
絵
で
花
び
ら
四
枚
、
左
側
に
花
び
ら
一
枚
が
描
か
れ

る
。
さ
ら
に
［
Ｄ
］
は
、
三
、四
本
の
枝
に
赤
系
の
顔
料
を
平
面
に
載
せ
、
そ
こ
に
白
で

複
数
の
点
を
描
く
こ
と
で
、
桜
の
花
を
描
く
。
散
っ
た
花
び
ら
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ

ら
に
対
し
て
、［
Ｃ
］
で
は
、
几
帳
と
鏡
台
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
「
花
の
色
」
が
「
移
る
」
と
い
う
状
況
は
、「
色
の
衰
え
（
退
色
）」（
天
理
本
聞
書
・

色
紙
和
歌
・
幽
斎
抄
）
と
見
る
説
の
他
、「
落
花
（
散
る
花
）」（
新
抄
・
宇
比
麻
奈
備
）

と
解
す
る
説
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、『
異
見
』
は
、「
色
が
褪
せ
る
」
と
解
す
る

べ
き
か
と
し
な
ら
が
ら
も
、
そ
の
場
合
、「
花
が
散
る
」
こ
と
も
含
ま
れ
る
と
い
う
折

衷
案
を
示
し
て
い
る
。
か
る
た
［
Ａ
］
は
桜
の
木
に
花
は
咲
い
て
い
る
が
、
木
の
下
に

散
っ
た
花
び
ら
が
描
か
れ
て
お
り
、
ま
た
［
Ｂ
］
も
、
花
の
部
分
だ
け
し
か
描
か
れ
な

い
も
の
の
、
や
は
り
散
っ
た
花
び
ら
の
さ
ま
を
描
い
た
も
の
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
方
、［
Ｄ
］
は
、
散
っ
た
花
び
ら
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
推
す
と
、
少
な
く
と

も
「
散
る
花
」
に
主
眼
を
置
い
た
図
柄
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、「
花
の
色
」
は
、
桜
の
花
を
指
す
だ
け
で
は
な
く
、
作
者
自
分
の
容
色
の
意

も
重
ね
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
古
注
釈
が
多
い
。「
趣
意
は
述
懐
」（
新
抄
）で
あ
っ
て
、

「
世
に
経
る
」
我
が
身
の
「
姿
」「
さ
か
り
」「
容
色
」
の
「
お
と
ろ
へ
」（
新
抄
・
宗
祇
抄
・

天
理
本
聞
書
）を
詠
ん
で
お
り
、「
い
た
づ
ら
に
老
け
る
よ
」（
米
沢
抄
）と
「
恥
た
る
歌
」

（
経
厚
抄
）
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
三
奥
抄
』
は
こ
の
説
を
採
ら
ず
、
ま
た

『
異
見
』
も
、「
初
学
」
の
説
を
引
き
な
が
ら
こ
れ
を
否
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
容
色
の

衰
え
を
歎
く
の
な
ら
、「
鏡
な
ど
に
さ
し
む
か
は
ず
し
て
は
、
移
り
に
け
り
な
と
い
ふ

調
に
」
合
わ
な
い
は
ず
で
あ
り
、「
さ
し
む
か
へ
る
花
」
の
歌
と
は
解
せ
な
く
な
っ
て
く

る
と
い
う
の
で
あ
る
。こ
の
小
町
歌
は
、「
花
を
な
が
め
て
」（
正
保
版
本「
歌
仙
家
集
」『
小

町
集
』
一
番
）
と
い
う
詞
書
で
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
歌
の
調
べ
や
詠
歌
状
況
か
ら
疑

義
を
呈
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
と
、
几
帳
と
鏡
台
を
描
く［
Ｃ
］の
図
柄
は
、

少
な
く
と
も
『
三
奥
抄
』『
異
見
』
の
説
か
ら
は
描
き
得
な
い
。『
幽
斎
抄
』
の
い
う
「
表

裏
の
説
」
の
う
ち
の
「
裏
の
説
」
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
絵
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
「
な
が
め
」
に
つ
い
て
、「
眺
め
」
は
「
長
雨
」
の
掛
詞
で
あ
る
こ
と
が
多
く
の
注

釈
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、『
龍
吟
明
訣
抄
』で
は
、
こ
の
掛
詞
を
認
め
な
い
。

「
春
立
ち
て
わ
が
身
ふ
り
ぬ
る
な
が
め
に
は
人
の
心
の
花
も
ち
り
け
り
」（
後
撰
集
・

巻
第
一
・
春
歌
下
・
二
一
・
よ
み
人
し
ら
ず
・
ひ
と
に
わ
す
ら
れ
て
侍
り
け
る
こ
ろ
、

雨
の
や
ま
ず
ふ
り
け
れ
ば
）は
、
そ
の
根
拠
の
提
示
で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
こ
の『
後

撰
集
』
の
歌
の
場
合
も
「
眺
め
」「
長
雨
」
の
掛
詞
と
解
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

四
種
の
か
る
た
の
中
で
は
、
桜
の
木
の
枝
に
咲
く
花
の
ま
わ
り
に
白
い
顔
料
が
薄
く

塗
ら
れ
て
い
る
［
Ｄ
］
の
絵
が
や
や
気
に
な
る
が
、
明
確
に
雨
を
描
い
て
い
る
と
判

断
で
き
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
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十
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］

　
　
　
蝉
丸

わ　
か
れ
て

　
　
　
は

こ
れ
や

　
　
こ
の

か
へ
る
も
ゆ
く
も

　
し
る
も

し
ら
ぬ
も

　
　
　
あ
ふ

せ
　
　
　
さ

　
き
　
　
か
の

　
蝉
丸

こ
れ
や
こ
の

ゆ
く
も
か
へ
る
も

　
わ
か
れ
て
は

し
る
も
し
ら

あ
ふ
　
　
ぬ
も

さ
か
の
　
せ
き

　
蝉
丸

こ
れ
や
　
　
し
る
も

　
　
こ
の
　
　
し
ら
ぬ
も

行
も
　
　
　
　
あ
ふ
坂

　
か
へ
る
も
　
　
　
　
の

わ
か
れ
て
は
　
　
　
せ
き

し
る
も
し

　
　
ら
ぬ
も

あ
ふ
坂

　
　
　
の

　
関

　
　
蝉
丸

こ
れ
や
こ
の

　
行
も

　
　
か
え
る
も

わ
か
れ
て
は

し
る
も

　
　
し
ら
ぬ
も

あ
ふ
坂
の
関
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【
字
母
】

［
Ａ
］（
蝉
丸
）

　
　

古
連
也
己
乃　

由
久
毛
可
部
留
毛　

王
可
連
天
八

　
　

志
留
毛
之
良
奴
毛　

安
不
左
可
乃
世
幾

［
Ｂ
］（
蝉
丸
）

　
　

己
礼
也
己
乃　

由
久
毛
可
部
留
毛　

和
可
礼
天
八

　
　

志
留
毛
之
良
奴
毛　

安
不
左
可
乃
世
幾

［
Ｃ
］（
蝉
丸
）�

　
　

古
連
也
己
乃　
（
行
）
毛
可
部
留
毛　

王
可
礼
天
八

　
　

志
留
毛
之
良
奴
毛　

阿
不
（
坂
）
乃
世
幾

　
　

志
留
毛
之
良
奴
毛　

阿
不
（
坂
）
乃
（
関
）

［
Ｄ
］（
蝉
丸
）

　
　

古
連
也
己
乃　
（
行
）
毛
可
衣
留
毛　

王
可
礼
天
八

　
　

志
留
毛
之
良
奴
母　

安
不
（
坂
）
乃
（
関
）

【
古
注
釈
】

一
、「
六
道
輪
廻
」
の
説
。

　

○
『
米
沢
抄
』

　
　

�

明
く
れ
関
の
戸
を
ゆ
き
帰
る
あ
り
さ
ま
は
、
人
間
の
六
道
に
輪
廻
し
て
生
れ
か

は
り
死
か
は
り
め
ぐ
る
躰
に
異
な
ら
ぬ
処
を
い
は
む
と
て
、
是
や
こ
の
ゆ
く
も

か
へ
る
も
と
い
ふ
と
ぞ
。

　

○
『
天
理
本
聞
書
』

　
　

�

此
躰
を
能
々
見
る
に
、
則
五
道
六
道
の
流
転
の
ち
ま
た
を
只
こ
れ
や
此
逢
坂
の

関
を
い
か
で
の
が
れ
ん
と
云
心
也
。
是
則
三
世
十
界
を
目
前
に
見
つ
く
し
た
る

歌
也
。

二
、「
六
道
輪
廻
」
の
説
の
否
定
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

�

此
歌
を
余
ふ
か
く
い
は
ん
と
て
、
六
道
輪
廻
の
作
法
を
よ
め
る
な
ど
あ
る
は
、

こ
と
ご
と
敷
会
尺
な
る
べ
し
。

三
、「
会
者
定
離
」
の
説
。

　

○
『
宗
祇
抄
』

　
　

面
は
旅
客
の
往
来
の
さ
ま
の
儀
也
。
下
の
心
は
会
者
定
離
の
心
な
り
。

　

○
『
雑
談
』

　
　

�

是
や
此
と
い
ふ
五
文
字
は
、
し
か
と
落
つ
き
て
云
た
る
五
文
字
也
。下
の
心
は
、

会
者
定
離
の
こ
ゝ
ろ
に
て
、
往
も
還
る
も
と
云
は
、
生
死
流
転
を
ま
ぬ
が
れ
が

た
き
を
い
ふ
也
。

四
、「
会
者
定
離
」
の
説
の
否
定
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

此
う
た
の
心
を
会
者
定
離
の
心
有
と
い
ふ
は
、
こ
と
は
り
違
却
せ
り
。不
可
用
。

　

○
『
改
観
抄
』

　
　

古
抄
に
、
会
者
定
離
の
心
と
い
ふ
は
、
発
句
と
結
句
と
の
首
尾
に
違
却
せ
り
。

五
、「
愛
別
離
苦
」
の
説
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

只
世
上
の
理
に
て
愛
別
離
苦
の
趣
ば
か
り
に
て
も
其
心
は
甚
深
な
る
べ
し
。

　

○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

�
こ
の
歌
の
心
は
、
人
間
の
八（
マ
マ
）

句
と
い
ふ
心
を
よ
め
り
。
生
老
病
死
の
四
苦
、
あ

い
べ
つ
り
く
・
お
ん
ぞ
う
ゑ
苦
・
求
不
得
苦
・
お
ん
じ
ゃ
う
く
五
く
、
こ
の
八

く
也
。
そ
の
中
に
こ
の
歌
は
愛
別
離
苦
を
よ
み
あ
ら
は
し
、
し
か
も
八
苦
を
こ



文
化
情
報
学　

十
五
巻
一
号
（
令
和
元
年
十
月
）

三
一
（
60
）

め
た
る
也
。

六
、
詠
歌
状
況
に
対
す
る
疑
義

　

○
『
異
見
』

　
　

�
門
人
位
田
義
比
云
、
こ
の
歌
は
、
旅
ゆ
く
人
の
よ
め
り
し
な
ら
ん
。
そ
こ
に
庵

室
つ
く
り
て
常
に
住
を
る
人
の
、
こ
れ
や
こ
の
と
は
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
じ
、
と

い
へ
り
。
げ
に
さ
る
こ
と
に
侍
り
。
此
詩
は
常
に
聞
お
け
る
事
な
ど
を
、
今
現

に
見
て
、
お
も
ひ
あ
は
す
る
や
う
の
意
な
れ
ば
、
此
端
詞
か
な
ひ
侍
ら
ぬ
に

や
。
関
に
庵
室
を
作
り
て
と
い
ふ
よ
り
、
人
を
見
て
と
あ
る
を
つ
ら
つ
ら
考
る

に
、
こ
と
の
う
へ
も
い
ぶ
か
し
く
、
其
書
ざ
ま
も
い
と
拙
き
こ
ゝ
ち
す
。

【
考
察
】

　

四
種
の
か
る
た
に
は
、
い
ず
れ
も
「
逢
坂
の
関
」
が
描
か
れ
て
お
り
、
関
の
形
状

も
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
周
囲
の
風
景
が
異
な
っ
て
い
る
。［
Ａ
］
の
画

面
右
上
に
描
か
れ
る
建
物
は
、
蝉
丸
の
住
む
庵
で
あ
ろ
う
。
そ
の
前
か
ら
画
面
左
下

に
道
が
延
び
、
関
を
通
っ
て
右
側
に
曲
が
る
と
、
そ
の
道
を
、
菅
笠
を
か
ぶ
り
杖
を

手
に
し
た
旅
人
ら
し
い
人
物
が
歩
い
て
い
る
姿
が
描
か
れ
る
。
道
幅
と
平
行
に
描
か

れ
た
線
は
、
道
が
坂
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
蝉
丸
ら

し
き
法
体
の
人
物
が
、
画
面
左
端
か
ら
旅
人
の
方
へ
視
線
を
送
っ
て
い
る
。
ま
た

［
Ｂ
］
は
、
木
で
作
ら
れ
た
関
と
柵
が
象
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
。［
Ｃ
］
も
［
Ｂ
］

と
同
様
の
関
と
柵
だ
が
、
画
面
左
上
の
関
と
柵
の
あ
た
り
に
木
々
が
描
か
れ
、
一
本

の
木
は
関
の
高
さ
よ
り
も
か
な
り
高
い
。
道
は
、
関
か
ら
画
面
右
下
の
緑
に
塗
ら
れ

た
山
の
中
を
、
曲
が
り
な
が
ら
通
っ
て
い
る
。［
Ｄ
］
は
、
画
面
左
上
の
山
の
頂
付

近
に
あ
る
関
か
ら
画
面
下
方
へ
、
曲
が
っ
た
道
が
描
か
れ
る
。［
Ａ
］
と
同
じ
く
道

幅
と
平
行
に
描
か
れ
た
線
は
、
や
は
り
坂
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
四
種
の
か

る
た
の
中
で
は
、
も
っ
と
も
遠
景
で
あ
る
。

　

古
注
釈
で
は
、
こ
の
蝉
丸
歌
に
つ
い
て
、「
六
道
輪
廻
」「
会
者
定
離
」「
愛
別
離
苦
」

と
い
っ
た
解
釈
や
、
そ
れ
を
否
定
す
る
立
場
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
四
種
の

か
る
た
の
歌
意
絵
に
は
直
接
関
わ
っ
て
こ
な
い
。「
関
」
そ
の
も
の
を
描
く
こ
と
で
、

こ
の
歌
の
絵
画
化
は
ほ
ぼ
達
せ
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、［
Ａ
］
の
図
柄
は
、
庵
ら
し
き
建
物
が
描
か
れ
、
法
体
の
人
物
（
蝉
丸
）

が
関
を
通
っ
て
い
く
旅
人
の
方
を
眺
め
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
蝉
丸
歌
が
載
る
『
後

撰
集
』
の
詞
書
「
相
坂
の
関
に
庵
室
を
つ
く
り
て
す
み
侍
り
け
る
に
、
ゆ
き
か
ふ
人

を
見
て
」（
巻
第
十
五
・
雑
一
・
一
〇
八
九
）
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
点
に
お
い
て
、『
異
見
』
が
「
門
人
位
田
義
比
云
」
と
し
て
、
こ
の
詞
書
の
状

況
は
当
該
歌
に
適
合
し
な
い
と
す
る
主
張
と
は
一
線
を
画
す
で
あ
ろ
う
。
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一
一
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］

　
参
議
篁

こ
き

　
出
ぬ
と

　
わ
た
の
は
ら

　
　
　
　
や
そ

か
け
て
　
　
し
ま

　
　
人
に
は

あ
ま
　
つ
け

　
　
の
　
よ

　
つ
り

　
　
ふ
ね

　
　
参
議
篁

わ
た
の
原
　
人
に
は

　
八
十
し
ま
　
つ
け
よ

か
け
て
　
　
　
あ
ま
の

こ
き
出
ぬ
と
　
　
つ
り
舟

人
に
は
つ
け
よ

あ
ま
の

　
つ
り

　
　
舟

　
参
議
篁

わ
た
の
は
ら
や

　
そ
し
ま
か
け

て
こ
き

　
　
　
い
て
ぬ
と

　
　
　
　
ふ
ね

あ
ま
の
つ
り

　
つ
け
よ

ひ
と
に
は

　
　
参
議
篁

わ
た
の
は
ら

八
十
嶋
か
け

て
漕
い
て
ぬ
と

ひ
と
に
は

　
　
　
　
告
よ

あ
ま
の

　
　
　
釣
ふ
ね
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【
字
母
】

［
Ａ
］（
参
議
篁
）

　
　

和
多
能
八
良　

也
曾
之
万
可
計
天　

己
幾
（
出
）
奴
止

　
　
（
人
）
耳
八
川
計
与　

安
万
乃
川
利
不
年

［
Ｂ
］（
参
議
篁
）

　
　

和
多
乃
波
良　

也
所
之
末
可
計
天　

己
幾
以
天
奴
止

　
　

飛
止
仁
盤
川
計
与　

安
万
能
徒
利
不
年

［
Ｃ
］（
参
議
篁
）

　
　

和
多
乃
（
原
）　
（
八
十
）
之
満
可
計
天　

己
支
（
出
）
奴
止

　
　
（
人
）
尓
八
徒
希
与　

阿
末
乃
川
利
（
舟
）

　
　
（
人
）
尓
八
徒
介
与　

阿
末
乃
川
利
（
舟
）

［
Ｄ
］（
参
議
篁
）

　
　

和
田
乃
者
良　
（
八
十
嶋
）
閑
遺
天　
（
漕
）
以
天
奴
止　
　

　
　

悲
止
尓
八
（
告
）
与　

安
万
乃
（
釣
）
不
年

【
古
注
釈
】

一
、「
あ
ま
の
つ
り
ぶ
ね
」
に
呼
び
掛
け
た
と
す
る
解
釈
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

�

人
に
は
つ
げ
よ
と
は
、
宮
中
の
人
を
さ
し
て
云
。
左
遷
の
舟
な
れ
ば
、
便
舟
も

な
き
ま
ゝ
に
、
海
士
の
釣
舟
と
喚
か
け
た
る
が
余
情
無
極
由
古
来
風
躰
抄
に
も

か
け
り
。

　

○
『
新
抄
』

　
　

�

限
も
し
ら
ず
広
々
と
し
た
海
を
い
く
ら
も
あ
る
嶋
々
の
方
へ
む
け
て
の
り
出
し

て
行
た
と
、
京
の
我
家
の
人
に
告
て
く
れ
よ
、
蜑
の
釣
舟
よ
と
也
。

　

○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

�

か
ゝ
る
物
う
き
あ
り
さ
ま
を
、
あ
ま
の
つ
り
ぶ
ね
も
み
や
こ
の
人
に
か
た
り
つ

げ
よ
と
う
れ
う
る
心
也
。

　

○
『
幽
斎
抄
』

　
　

�

我
思
ひ
の
切
な
る
ほ
ど
を
知
人
に
も
つ
た
へ
ま
ほ
し
き
を
、
さ
り
な
が
ら
、
た

と
ひ
朋
友
あ
り
と
も
、
罪
あ
る
身
な
れ
ば
其
人
と
さ
し
て
は
い
ひ
が
た
し
。
又

只
今
我
に
対
す
る
物
は
、
釣
舟
ば
か
り
也
。
仍
大
や
う
に
人
に
は
つ
げ
よ
と
い

へ
り
。
心
な
き
釣
舟
に
人
に
は
つ
げ
よ
と
い
へ
る
心
、
尤
感
ふ
か
し
。

　

○
『
異
見
』

　
　

�

行
末
数
し
ら
ぬ
島
々
を
か
け
て
、
海
原
は
る
か
に
漕
出
た
り
と
、
我
思
ふ
人
に

は
告
よ
、
こ
の
釣
す
る
舟
よ
、
と
難
波
わ
た
り
こ
ゝ
ら
う
か
べ
る
釣
舟
に
あ
つ

ら
へ
残
し
た
る
也
。
…
…
今
こ
ぎ
は
な
れ
さ
す
ら
へ
行
ん
を
、
蜑
舟
の
お
の
づ

か
ら
見
や
ら
ん
な
れ
ば
、
其
見
ん
ず
ら
ん
さ
ま
を
人
に
つ
げ
よ
と
い
ふ
也
。
門

人
阪
上
寛
云
、…
…
こ
ゝ
ろ
な
き
釣
舟
に
い
ひ
か
け
た
る
が
哀
に
聞
ゆ
る
な
り
、

と
い
へ
り
。
改
観
云
、
…
…
（『
伊
勢
物
語
』「
み
る
め
か
る
」
を
引
い
て
）
こ

れ
を
ま
こ
と
の
蜑
と
意
得
た
ら
ん
だ
に
ひ
が
事
な
る
に
、
ま
し
て
釣
舟
と
つ
ゞ

け
た
る
に
ま
ど
ひ
て
、
対
し
て
い
ふ
べ
き
人
も
な
け
れ
ば
釣
舟
に
む
か
ひ
て
い

へ
る
さ
ま
、
哀
な
る
よ
し
釈
す
る
は
、
い
ふ
に
た
ら
ぬ
事
也
云
々
。
初
学
に

も
、
あ
ま
の
釣
舟
と
は
、
京
へ
言
負
せ
て
か
へ
す
人
を
其
所
の
も
の
に
よ
そ
へ

い
ふ
の
み
。（『
伊
勢
物
語
』「
み
る
め
か
る
」
を
引
い
て
）と
い
へ
る
に
ひ
と
し
、

と
い
へ
り
。
此
説
非
也
。（
中
略
）
今
は
わ
た
の
原
と
い
ふ
よ
り
、
釣
舟
と
い

ふ
ま
で
実
事
に
て
、
よ
せ
ま
う
け
た
る
と
は
、
事
の
う
へ
別
也
。
た
と
ひ
言
伝

や
る
べ
き
誰
は
あ
り
と
も
、
は
か
な
き
釣
舟
に
い
へ
る
ぞ
か
へ
り
て
歌
の
心
な

り
け
る
。
も
と
よ
り
、
島
々
遠
く
漕
行
を
見
お
く
ら
ん
も
の
は
釣
舟
な
ら
で
誰
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な
ら
ん
、
漕
出
ぬ
と
い
ひ
て
釣
舟
と
う
け
た
る
語
調
、
い
ま
は
同
じ
波
間
の
は

か
な
き
友
と
見
て
、
し
た
し
み
い
へ
る
が
あ
は
れ
に
聞
ゆ
る
也
。（
中
略
）
古

抄
に
対
し
て
、
い
ふ
べ
き
人
も
な
け
れ
ば
釣
舟
に
む
か
ひ
て
云
る
さ
ま
哀
也
、

と
い
へ
る
を
、
い
ふ
に
た
ら
ぬ
事
也
と
難
じ
た
る
も
中
々
也
。
お
く
り
の
人
も

有
べ
か
ら
ん
に
対
し
て
、
い
ふ
べ
き
人
な
し
と
ま
で
い
へ
る
は
過
た
れ
ど
、
は

か
な
き
釣
舟
に
い
へ
る
が
、
勅
勘
の
身
の
た
よ
り
失
へ
る
心
見
え
て
、
殊
さ
ら

に
あ
は
れ
也
と
は
、
猶
い
ひ
つ
べ
し
。
只
こ
ゝ
ろ
な
き
釣
舟
に
む
か
ひ
て
い
は

ん
は
、
う
き
た
る
事
と
お
も
ふ
べ
か
ら
ず
。
お
よ
そ
花
に
う
ら
み
鳥
に
か
こ
つ

は
せ
ま
れ
る
情
の
お
の
づ
か
ら
な
る
し
わ
ざ
に
て
、
大
か
た
の
こ
と
わ
り
も
て

は
解
な
し
難
き
限
に
こ
そ
侍
れ
。

二
、「
あ
ま
の
つ
り
ぶ
ね
」
は
比
喩
と
す
る
解
釈
。

　

○
『
宗
衹
抄
』

　
　

�

…
…
、
我
思
の
切
な
る
を
あ
ま
の
釣
舟
に
云
付
る
也
。
故
郷
の
人
に
誰
に
も
か

く
こ
そ
い
へ
と
い
ふ
心
也
。
故
郷
の
人
を
つ
り
舟
に
よ
そ
へ
い
へ
る
な
り
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

�

け
ふ
こ
ゝ
に
舟
た
ち
し
た
り
と
い
ふ
事
を
、
京
に
思
ふ
人
に
い
ひ
や
る
を
、
海

辺
よ
り
の
つ
か
ひ
な
れ
ば
海
士
の
つ
り
舟
に
な
ず
ら
へ
た
る
也
。
こ
れ
を
ま
こ

と
の
海
士
の
つ
り
舟
に
心
得
る
は
、
ひ
が
ご
と
な
り
。

　

○
『
改
観
抄
』

　
　

�

只
今
舟
だ
ち
す
る
な
に
は
よ
り
、
此
嶋
々
あ
る
に
は
あ
ら
ず
。
ひ
ろ
く
末
を
か

け
て
い
へ
り
。（
中
略
）
是
を
ま
こ
と
に
あ
ま
と
心
得
た
ら
ん
だ
に
僻
事
な
る

に
、
ま
し
て
釣
舟
と
つ
ゞ
け
た
る
に
迷
ひ
て
、
対
し
て
い
ふ
べ
き
人
も
な
け
れ

ば
、
釣
舟
に
向
ひ
て
い
へ
る
さ
ま
あ
は
れ
な
る
よ
し
に
釈
せ
る
は
、
い
ふ
に
た

ら
ぬ
事
な
り
。

三
、「
八
十
島
」
の
解
釈
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

八
十
嶋
と
は
攝
津
に
も
有
ど
も
只
多
嶋
也
。

　

○
『
新
抄
』

　
　

�

限
も
し
ら
ず
広
々
と
し
た
海
を
い
く
ら
も
あ
る
嶋
々
の
方
へ
む
け
て
の
り
出
し

て
行
た
と
、
…
…

　

○
『
宗
祇
抄
』

　
　

八
十
嶋
か
け
て
と
は
、
あ
ら
ぬ
境
へ
行
此
の
世
の
外
の
心
す
る
也
。

　

○
『
米
沢
抄
小
書
』

　
　

多
ク
ノ
嶋
ノ
中
ヘ
流
行
ト
申
セ
ト
也
。

　

○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

�

お
き
の
国
ま
で
は
る
か
の
海
路
な
れ
ば
、
お
ほ
く
の
し
ま
を
こ
ぎ
す
ぎ
て
わ
た

り
行
心
也
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

�

八
十
嶋
は
お
ほ
く
の
嶋
を
云
。
遠
流
身
と
し
て
、
隠
岐
の
国
ま
で
の
海
路
を
か

け
て
思
へ
ば
、
い
く
ら
の
嶋
々
を
か
ふ
べ
き
と
思
ふ
心
也
。

　

○
『
改
観
抄
』

　
　

�

只
今
舟
だ
ち
す
る
な
に
は
よ
り
、
此
嶋
々
あ
る
に
は
あ
ら
ず
。
ひ
ろ
く
末
を
か

け
て
い
へ
り
。

　

○
『
異
見
』

　
　

�
行
末
数
し
ら
ぬ
島
々
を
か
け
て
、
海
原
は
る
か
に
漕
出
た
り
と
、
我
思
ふ
人
に

は
告
よ
、
こ
の
釣
す
る
舟
よ
、
と
難
波
わ
た
り
こ
ゝ
ら
う
か
べ
る
釣
舟
に
あ
つ

ら
へ
残
し
た
る
也
。
隠
岐
の
島
を
か
け
て
漕
わ
た
る
あ
ひ
だ
に
、
な
ほ
経
な
ん

海
上
の
島
々
を
こ
め
て
八
十
嶋
と
い
へ
り
。
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【
考
察
】

　
［
Ａ
］
の
札
に
は
、
ふ
た
つ
の
島
と
舟
二
艘
が
あ
る
。
島
を
囲
む
よ
う
に
、
ま
た
、

舟
底
の
辺
り
に
、
波
を
表
す
山
形
の
線
が
描
か
れ
、
水
面
が
波
立
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
画
面
奥
に
あ
る
島
は
薄
緑
に
彩
色
さ
れ
、
木
々
が
描
か
れ
る
。
画
面
右
側

に
あ
る
帆
を
掛
け
た
舟
は
、
篁
の
乗
る
舟
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
画
面
左
側
の
舟
は
そ

れ
よ
り
小
さ
く
、
笠
を
被
り
蓑
を
付
け
た
人
物
が
櫓
を
漕
い
で
い
る
。
足
元
の
円
筒

状
の
も
の
は
、
魚
籠
で
あ
ろ
う
か
。
漁
夫
の
釣
舟
で
あ
る
。［
Ｂ
］
で
は
、
薄
青
色

に
塗
ら
れ
た
背
景
の
中
、
画
面
下
方
に
引
か
れ
た
水
平
の
線
が
、
水
面
を
表
し
て
い

る
。
画
面
右
側
に
は
、
帆
先
を
左
に
向
け
た
舟
が
半
身
だ
け
描
か
れ
る
。
そ
の
上
に

は
笠
と
棒
状
の
も
の
が
あ
る
が
、
笠
を
被
っ
て
櫓
を
漕
い
で
い
る
さ
ま
で
あ
ろ
う

か
、
漁
夫
の
姿
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
舟
の
上
に
は
、
筵
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。［
Ｃ
］
は
、
青
色
の
濃
淡
を
使
い
分
け
て
水
面
が
波
立
つ
さ
ま
が
描
か
れ
て
い

る
。
画
面
左
に
舳
先
を
右
に
向
け
た
一
艘
の
舟
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
笠
を
被
っ
て

茶
色
の
蓑
を
着
た
人
物
が
舳
先
に
立
ち
、
左
手
に
松
明
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
明

確
に
は
見
て
取
り
に
く
い
が
、
前
述
の
立
つ
波
の
描
写
と
は
異
な
る
曲
線
が
、
松
明

の
下
の
方
と
、
こ
の
人
物
の
右
手
と
思
し
き
箇
所
か
ら
出
て
い
る
。
あ
る
い
は
網
を

打
つ
さ
ま
を
描
い
た
も
の
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
漁
夫
が
漁
を
し
て
い
る
様
子
で
あ

る
。
舟
上
に
あ
る
箱
の
よ
う
な
も
の
も
、
魚
籠
の
役
を
果
た
す
具
か
。
さ
ら
に［
Ｄ
］

も
、
背
景
を
薄
青
色
に
塗
り
、
濃
淡
を
つ
け
て
水
面
を
表
し
て
い
る
。
画
面
右
側
に

は
木
々
が
生
え
て
い
る
島
、
あ
る
い
は
半
島
が
あ
る
。
画
面
左
上
に
は
、
不
明
瞭
な

が
ら
、
舟
が
二
艘
描
か
れ
て
い
る
。

　

こ
の
篁
歌
を
絵
画
化
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
ま
ず
着
目
さ
れ
る
の
は
「
あ
ま
の
つ

り
ぶ
ね
」
で
あ
ろ
う
。
古
注
釈
を
繙
く
と
、
こ
の
「
あ
ま
の
つ
り
ぶ
ね
」
が
比
喩

表
現
で
あ
る
と
い
う
説
（
宗
衹
抄
・
三
奥
抄
・
改
観
抄
）
が
あ
り
、「
見
る
め
か
る

方
や
い
づ
こ
ぞ
棹
さ
し
て
我
に
教
へ
よ
あ
ま
の
釣
舟
」（
伊
勢
物
語
・
第
七
十
段
・

一
二
九
・
男
・
む
か
し
、
男
、
狩
の
使
よ
り
帰
り
来
け
る
に
、
大
淀
の
わ
た
り
に
宿

り
て
、
斎
宮
の
わ
ら
は
べ
に
い
ひ
か
け
け
る
）
を
引
い
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

が
、
や
は
り
こ
の
篁
歌
の
絵
画
化
に
は
、「
あ
ま
の
つ
り
ぶ
ね
」
は
欠
か
せ
ま
い
。

さ
ら
に
、［
Ａ
］
と
［
Ｃ
］、
ま
た
［
Ｂ
］
に
も
わ
ず
か
に
、
漁
夫
の
姿
も
見
え
、
そ

れ
が
海
人
の
乗
る
舟
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
島
ら
し
き
も
の
が
描
か
れ
て
い
る
の
が
［
Ａ
］
と
［
Ｄ
］
で
あ
る
。［
Ｄ
］

は
先
に
指
摘
し
た
と
お
り
半
島
か
も
し
れ
な
い
が
、［
Ａ
］
の
島
々
は
「
八
十
島
」

を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
。「
八
十
島
」
は
、
古
注
釈
に
お
い
て
は
、
一
様
に
「
多
く

の
島
」
と
解
す
る
。
こ
の
篁
歌
が
載
る
『
古
今
集
』
の
詞
書
「
お
き
の
く
に
に
な
が

さ
れ
け
る
時
に
舟
に
の
り
て
い
で
た
つ
と
て
、
京
な
る
人
の
も
と
に
つ
か
は
し
け

る
」（
巻
第
九
・
羈
旅
歌
・
四
〇
七
）
に
拠
っ
て
、
隠
岐
国
ま
で
の
海
路
の
遠
さ
に

言
及
す
る
『
三
奥
抄
』『
異
見
』
も
あ
る
。
な
お
、「
八
十
島
」
は
「
攝
津
に
も
有
」

（
経
厚
抄
）
と
指
摘
す
る
も
の
も
あ
る
が
、『
改
観
抄
』
は
、
船
出
す
る
難
波
の
湊
か

ら
す
で
に
島
々
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
述
べ
る
。「
八
十
島
か
け
て
」
の
意
を
汲

ん
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
か
る
た
の
絵
が
篁
の
出
航
直
後
の
情
景
を

描
い
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
島
を
描
か
な
い
［
Ｂ
］［
Ｃ
］
の
図
柄
の
方
が
無
難

と
も
言
え
そ
う
で
は
あ
る
。
だ
が
、
歌
意
絵
が
札
に
占
め
る
大
き
さ
や
、
対
象
物
を

ど
の
く
ら
い
の
近
さ
か
ら
描
く
か
と
い
っ
た
視
点
の
設
定
の
し
か
た
に
よ
っ
て
、
島

を
描
か
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
描
け
な
か
っ
た
可
能
性
を
考
慮
す
る
必
要
も
あ
る
だ

ろ
う
。
そ
う
す
る
と
［
Ａ
］
は
、
隠
岐
国
ま
で
の
前
途
を
も
一
枚
の
絵
に
描
き
込
ん

だ
と
捉
え
得
る
。
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本
稿
は
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
研
究
科
に
お
け
る
二
〇
一
八
年
度
秋
学
期
の

授
業
「
日
本
古
典
文
学
情
報
特
論
2
」
に
お
い
て
採
り
上
げ
た
内
容
の
一
部
で
あ

る
。
大
久
保
孝
晃
（
八
番
・
一
一
番
）・
伍
昆
（
一
〇
番
）・
胡
淑
雲
（
九
番
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
歌
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
執
筆
し
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
を
も
と

に
、
七
番
歌
を
含
め
て
、「
知
識
発
見
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
ア
プ
リ
の
開
発
と
日

本
伝
統
文
化
の
分
野
横
断
的
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
20
期
研
究

会
第
3
研
究
、
二
〇
一
九
～
二
〇
二
一
年
度
）、
お
よ
び
「
古
典
籍
の
保
存
・
継
承

の
た
め
の
画
像
・
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
日
本
文
化
の
歴
史
的
研
究
」

（
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号16K
00469

、
二
〇
一
六
～

二
〇
一
九
年
度
）
の
一
環
と
し
て
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
た
。


